チュウゴク ニオケル タコクセキ キギョウ ノ リッチ コウドウ ノ ケンキュウ ニッカン ジドウシャ キギョウ ノ ヒカク オ チュウシン ニ by 林, 美華
 
 
氏     名   林 美 
学 位 の 種 類    博士（商学） 
学 位 記 番 号    第 5585 号 
学位授与年月日   平成 23 年 3 月 24 日 
学位授与の要件   学位規則第 4条第 1項 
学 位 論 文 名    中国における多国籍企業の立地行動の研究 
          －日韓自動車企業の比較を中心に－ 
論文審査委員    主 査 教 授 鈴木 洋太郎    副 査 教 授 富澤 修身 
          副 査 教 授 石井 真一 
 
 
論 文 内 容 の 要 旨 







































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、産業立地論の観点から、日韓の製造企業（とくに自動車企業）の中国国内立地選択につ
いて考察を行っており、中国が「世界の工場」から「世界の市場」へと位置づけが変わる中で、日韓
多国籍企業が中国のどのような地域に立地展開するのかを「企業特性」と「地域特性」の両面から検
討している。 
 １章で問題意識と検討課題を述べており、２章で多国籍企業の立地行動に関する理論的な整理・検
討を行っている。３章～５章で日韓多国籍企業の中国国内立地選択についての実態分析を行っている
が、３章では日韓製造企業全体の中国国内立地選択はともに中部沿海地域へとシフトしてきたことを
立地データで確認するとともに、自動車産業では他の業種とは異なる独特の立地パターンがみられる
ことを指摘している。４章では日韓自動車企業の中国国内立地選択の特徴について、自動車組立メー
カーと自動車部品メーカーとに区分してさらに分析しており、また、日韓のサプライヤーシステムの
違いが中国国内立地に影響しているとの仮説を提起している。５章では日韓の自動車部品メーカーへ
の聞き取り調査を踏まえて、自動車部品メーカーの自動車組立メーカーへの随伴立地の特徴を整理・
検討している。６章で研究全体のまとめを行っている。  本論文の意義としては、以下の３つが挙
げられる。第１に、日韓多国籍企業の中国への立地行動について、理論的検討および実態分析の両面
から研究を行い、独自の分析フレームワークにもとづいて日韓自動車企業の中国国内立地選択の特徴
を明らかにしたことが評価できる。 
第２に、理論的検討に関して、立地主体である企業の特性として、日韓のサプライヤーシステムの
相違について着目して、自動車部品メーカーの自動車組立メーカーへの随伴立地について考察を行っ
た点が評価できる。 
 第３に、実態分析に関して、日韓製造企業の中国現地法人データ(立地データ)の分析だけでなく、
日韓自動車部品メーカーへの聞き取り調査を行うことにより、日韓自動車企業の中国国内立地選択に
ついて、丹念に分析を行った点が評価できる。 
 ただし、本論文には問題点もある。立地要因の考察において不十分な面があり、また理論的なイン
プリケーションについての論述も不足している。 
 以上のような問題点は存在するものの、本論文の意義を損なうものではない。よって、審査委員会
は、本論文が博士（商学）の学位を授与するに値すると判断した。 
